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子
供
の
ウ
ソ
や

言
い
訳
を
成
長
の

過
程
と
し
て
、
見

過
ご
す
こ
と
は
あ

る
。
し
か
し
、
一

国
の
総
理
の
ウ
ソ

や
言
い
訳
を
見
過
ご
す
こ
と
は
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
。
権
力
者
に
よ
る
不

公
平
や
不
公
正
を
許
す
こ
と
は
、
歪

ん
だ
社
会
を
認
め
る
こ
と
に
な
る
。

答
弁
に
は
ま
と
も
に
答
え
ず
、
質
問

者
へ
の
批
判
を
繰
り
返
す
。
丁
寧
な

説
明
を
言
い
つ
つ
、
強
行
採
決
を
繰

り
返
す
。
あ
る
社
説
の
一
文
に
同
感

で
あ
る
。
▼「
忖
度
・
総
理
の
意
向
」

と
言
っ
た
、安
倍
総
理
や
夫
人
の「
お

と
も
だ
ち
へ
の
え
こ
ひ
い
き
」
疑
惑

が
取
り
沙
汰
さ
れ
て
い
る
。
歴
然
と

し
た
格
差
社
会
と
な
っ
て
し
ま
っ
た

日
本
の
現
状
に
お
い
て
、
さ
ら
に
権

力
者
に
よ
る
「
え
こ
ひ
い
き
」
の
構

図
が
疑
わ
れ
る
こ
と
は
、
一
般
国
民

や
善
良
な
企
業
・
団
体
に
と
っ
て
看

過
で
き
る
こ
と
で
は
な
い
。▼
ま
た
、

大
臣
や
官
僚
が
、
あ
る
は
ず
の
「
記

録
」
を
自
身
の
「
記
憶
」
で
消
し
去

る
驚
き
の
手
法
を
連
発
し
、
国
民
の

信
用
を
失
い
、
当
然
の
ご
と
く
内
閣

支
持
率
は
急
落
し
て
い
る
。
▼
国
会

閉
会
中
審
査
に
お
い
て
は
、
安
倍
総

理
の
「
い
ず
れ
国
民
は
忘
れ
て
く
れ

る
」
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
か
の
よ

う
な
、「
妙
に
低
姿
勢
・
い
ま
さ
ら
」

の
答
弁
が
空
々
し
い
。
利
権
と
馴
れ

合
い
の「
記
録
」を「
記
憶
」が
無
い
、

で
押
し
通
す
「
ぎ
ま
ん
」
の
政
治
を

許
し
て
は
な
ら
な
い
。
▼
民
主
的
政

権
の
樹
立
を
追
及
し
続
け
る
、
そ
の

よ
う
な
う
ね
り
の
輪
が
広
が
る
こ
と

を
切
望
す
る
。

　

協
力
団
体
・
代
理
店
な
ら
び
に
総
代
の
皆
さ

ま
の
日
頃
の
取
り
組
み
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

ま
た
、7
月
の
九
州
北
部
豪
雨
に
お
い
て
被
害

を
受
け
ら
れ
た
方
々
へ
、哀
悼
の
意
と
お
見
舞
い

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

２
０
１
６
年
度
も
、
期
首
割
れ
解
消
を
目
指

し
、
会
館
建
設
10
周
年
を
記
念
と
し
た
社
会
貢

献
・
組
合
員
還
元
事
業
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、2
年
連
続
で
前
年
期
首
を
上
回
る
こ

と
が
で
き
、全
国
で
口
数
４
位
、付
加
掛
金
収
入

２
位
の
実
績
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
一
年
間
の
各

協
力
団
体
の
取
り
組

み
に
御
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

私
た
ち
全
労
済
は

勤
労
者
の
福
利
厚
生

活
動
に
お
け
る
ナ
シ
ョ

ナ
ル
セ
ン
タ
ー
と
な
り

得
る
よ
う
に
、さ
ら
に
、

　

こ
の
度
、

本
部
長
を
仰

せ
つ
か
り
ま

し
た
。

　

各
協
力
団

体
、代
理
店
、

労
働
金
庫
の

皆
さ
ま
、
今

後
と
も
推
進
に
向
け
た
ご
協
力
を
引

き
続
き
お
願
い
致
し
ま
す
。
今
年
は

全
労
済
創
立
60
周
年
の
年
で
あ
り
、

ま
た
９
月
に
は
組
織
改
革
を
控
え
て

お
り
ま
す
。
皆
さ
ま
方
の
力
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、組
合
員
の
皆
さ
ま
に
安

心
し
て
も
ら
い
、信
頼
さ
れ
る
全
労
済

鹿
児
島
を
推
進
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

私
は
2
年
前
、
全
労
済
鹿
児
島
の

創
立
55
周
年
事
業
計
画
実
行
委
員
長

を
勤
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
際
に
、全

労
済
運
動
の
前
進
に
向
け
て
さ
ら
な

る
推
進
を
図
る
こ
と
を
お
約
束
し
ま

し
た
。
ま
さ
し
く
今
、私
に
課
せ
ら
れ

た
こ
と
で
あ
り
、記
念
す
べ
き
60
周
年

の
年
に
、役
職
員
一
丸
と
な
り
組
合
員

の
た
め
に
精
一
杯
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
を
改
め
て
お
約
束
さ
せ
て
い
た
だ

き
、新
任
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

「
鹿
児
島
県
労
済
生
協
第
62
回
通
常
総
代
会
」
な
ら
び
に
「
全
労
済
鹿
児
島
県
本
部
第
8
回
代

表
者
会
議
」
を
７
月
28
日
（
金
）
に
マ
リ
ン
パ
レ
ス
か
ご
し
ま
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、書
面
議
決
・
委
任
を
含
め
、１
８
５
人
の
総
代
の
も
と
進
行
し
ま
し
た
。大
迫
総
代
と
、

上
間
総
代
を
議
長
団
に
選
出
し
、立
石
本
部
長
（
理
事
長
）
あ
い
さ
つ
の
後
、２
０
１
６
年
度
統

合
事
業
報
告
お
よ
び
決
算
報
告
、２
０
１
７
年
度
鹿
児
島
県
本
部
／
鹿
児
島
推
進
本
部
推
進
活

動
計
画
に
つ
い
て
審
議
し
、各
議
案
と
も
満
場
一
致
で
承
認
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、役
員
改
選

が
行
わ
れ
、新
役
員
が
決
定
し
ま
し
た
。
新
役
員
、議
案
内
容
に
つ
い
て
は
、紙
面
４
・
５
ペ
ー
ジ

を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

鹿児島県労働者共済生活協同組合
　全労済鹿児島県本部

第62回通常総代会および第8回代表者会議を開催

生
活
者
全
般
の
生
涯
保
障
設
計
の
メ
イ
ン
の
共

済
制
度
と
し
て
、可
処
分
所
得
向
上
な
ら
び
に
生

活
防
衛
に
寄
与
で
き
る
事
業
体
と
し
て
充
実
を

目
指
し
ま
す
。

　

組
合
員
各
位
の
共
同
参
画
の
も
と
に
「
共
助
」

の
精
神
に
よ
る
「
助
け
合
い
の
全
労
済
」
と
し
て
、

ま
す
ま
す
経
営
の
安
定
・
事
業
の
拡
大
が
図
ら

れ
ま
す
よ
う
に
ご
協
力
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

ま
た
、今
総
代
会
で
退
任
す
る
に
あ
た
り
、こ

の
間
の
協
力
団
体
・
理
事
会
の
尽
力
と
支
え
に

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
就
任
以
来
、
事
務
局
内

各
部
署
と
連
携
し
チ
ー
ム
全
労
済
と
し
て
、
推

進
体
制
の
見
直
し
や
、
55
周
年
事
業
・
会
館
建

設
10
周
年
を
企
画
し
、
組
合
員
還
元
・
社
会
貢

献
事
業
な
ど
を
通
じ
認
知
度
向
上
に
向
け
努
力

し
て
き
ま
し
た
。
生
損
保
業
界
の
環
境
は
大
変

厳
し
い
中
で
、全
労
済
は
60
周
年
を
期
に
、生
き

残
り
を
か
け
た
抜
本
的
な
組
織
改
革
が
実
行
さ

れ
ま
す
。

　

新
理
事
長
の
も
と
全
労
済
の
理
念
で
あ
る
「
み

ん
な
で
た
す
け
あ
い
、豊
か
で
安
心
で
き
る
社
会

づ
く
り
」
に
向
け
て
さ
ら
な
る
充
実

を
は
か
り
働
く
者
の
メ
イ
ン
の
共
済

で
あ
り
続
け
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

　

全
労
済
の
発
展
を
祈
り
、
今
後
も

熱
烈
な
応
援
団
で
あ
る
こ
と
を
決
意

し
ま
す
。
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【
育
て
る
サ
ト
ウ
キ
ビ
】と

【
育
て
る
年
金iD

e
C
o

】

徳
之
島
支
店
推
進
委
員
会

　

ナ
ツ
真
っ
盛
り
・
・

　

7
月
、
南
西
糖
業
様
（
会
員
）
の
ご

協
力
に
よ
り
支
店
外
壁
に
あ
る
花
壇
に

サ
ト
ウ
キ
ビ
の
苗
を
植
え
、
現
在
ス
ク

ス
ク
と
成
長
し
て
い
ま
す
。

　

サ
ト
ウ
キ
ビ
は
約
４
０
０
年
以
上
の

歴
史
の
中
で
、
多
く
の
悲
話
が
あ
り
、

日
本
の
歴
史
を
変
え
る
明
治
維
新
の
原

動
力
と
な
り
ま
し
た
。
地
域
の
経
済
は

も
と
よ
り
、
島
の
生
活
を
支
え
て
い
る

無
く
て
は
な
ら
な
い
基
幹
産
業
で
す
。

以
前
と
比
べ
る
と
徳
之
島
の
生
産
農
家

▲�支店花壇に植え付けられたサ
トウキビの苗

ご
来
店
が
難
し
い
方
は

ロ
ー
ン
仮
審
査
お
申
込
が
九
州
ろ
う
き
ん

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
い
つ
で
も
で
き
ま
す
!!

 

▲成長後のサトウキビ　※写真はイメージ

は
減
少
し
て
い
ま
す
が
生
産
量
は
県
下

の
約
40
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

３
ケ
月
後
に
は
〝
ザ
ワ
ワ
ザ
ワ
ワ
〟

と
秋
風
に
揺
れ
る
キ
ビ
花
壇
を
会
員
と

一
緒
に
感
じ
ら
れ
る
事
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
の
頃
に
は
、支
店
の
「
イ
デ
コ
」

も
「
融
資
」
も
き
っ
と
サ
ト
ウ
キ
ビ
の

成
長
の
よ
う
に
グ
ン
グ
ン
と
伸
び
て
い

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

今
が

旬
で
す
!!
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低
金
利
時
代
、
社
会
保
障
の
不
安
の

中
、
投
資
信
託
に
収
益
性
を
求
め
る
顧

客
ニ
ー
ズ
は
依
然
高
く
中
長
期
的
な
資

産
形
成
に
寄
与
で
き
る
商
品
と
位
置
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

九
州
ろ
う
き
ん
で
は
、
投
資
信
託
取

引
の
チ
ャ
ネ
ル
の
拡
大
を
図
り
、
会
員

の
資
産
形
成
を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
、
業
態
統
一
し
て
２
０
１
７
年
8

月
7
日
（
月
）
よ
り
I
B
投
信
サ
ー
ビ

ス
の
取
扱
い
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

対
象
者
は
、
ろ
う
き
ん
ダ
イ
レ
ク
ト

契
約
者
お
よ
び
投
信
口
座
開
設
済
み
の

方
で
あ
り
、
利
用
時
間
お
よ
び
サ
ー
ビ

ス
対
象
の
お
取
引
は
右
下
の
通
り
と
な

り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
〈
ろ
う
き
ん
〉

各
支
店
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

⑴　利用時間
　24時間お取引が可能。なお、購入・解約注文等の受付時間に
より当日扱いまたは翌営業日の取扱いとなる。

⑵　IBサービス対象取引

８
月
よ
り
「
IB
投
信
サ
ー
ビ
ス
」

の
取
扱
を
開
始
し
ま
し
た
!!

業務 機能要件

①購入
・�IB投信画面上からファンドの購入注文を受付ける。
購入注文時点でNISA口座が開設されている場合は、
NISA口座での購入も可能である。

②解約 ・IB投信画面上からファンドの解約注文を受付ける。
③�定時定額買付
契約

・�IB投信画面上から定時定額買付契約(新規・変更・廃
止)を受付ける。

④�口座開設の申
込依頼

・�IB投信画面上から「投資信託口座開設」の申込依頼
を受付ける。IB投信入力代行部署(沖縄オフィス)に
て「口座開設基準」を確認し、基準に適合する利用
者に投信口座開設申込書類を送付する。

「ろうきん賃金控除事務支援サービス」をご存知ですか？
　会員・事業主の皆さまが行っている組合員の預金・返済金の賃金
控除に関するお手続きをインターネット経由で行う会員・事業主様
向けのサービスです。
　事務所でお使いのパソコンからインターネットを通じてご利用が
可能です。
　是非とも、便利な機能をご検討ください。お問い合わせは、最寄
りの各支店まで。

利用時間 当日扱い／翌営業日扱い

営業日 00：00～12：59 当日扱い
13：00～23：59 翌営業日扱い

非営業日(土日祝日等) 00：00～23：59 翌営業日扱い
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全
労
済
鹿
児
島
県
本
部 

第
８
回
代
表
者
会
議

全
労
済
地
域
貢
献
助
成
事
業　

団
体
の
贈
呈
式

報告
■
事
業
の
概
況

　

重
点
共
済
で
あ
る
住
ま
い
る
（
新
火
災
・
新
自
然
災
害
）
共
済
、団
体
生
命
共
済
、

マ
イ
カ
ー
共
済
、
自
賠
責
共
済
の
推
進
強
化
を
は
か
り
、
前
年
度
に
続
き
、
口
数
は

付
加
掛
金
収
入
と
も
に
純
増
と
な
り
ま
し
た
。

■
新
会
館
10
周
年
を
記
念
し
た
取
り
組
み
に
つ
い
て

　
「
全
労
済
鹿
児
島
県
本
部
会
館
建
設
10
周
年
」
を
記
念
し
て
、
2
月
5
日
（
日
）

に
組
合
員
還
元
文
化
公
演
「
ピ
ー
タ
ー
パ
ン
と
ウ
ェ
ン
デ
ィ
」
と
、3
月
20
日
（
月
・

祝
日
）
に
地
域
貢
献
活
動
と
連
動
し
た
拠
点
イ
ベ
ン
ト
「
全
労
済
わ
く
わ
く
フ
ェ
ス

タ
」
を
開
催
し
、
多
く
の
方
に
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

■
災
害
対
応
に
つ
い
て

　

２
０
１
６
年
９
月
に
大
隅
半
島
へ
上
陸
し
た
台
風
16
号
の
影
響
に
よ
り
、
県
内
の

広
範
囲
で
被
害
が
発
生
し
、
２
０
１
５
年
度
に
引
き
続
い
て
災
害
対
応
の
年
度
と
な

り
ま
し
た
。
被
災
者
対
応
に
あ
た
り
、
全
労
済
鹿
児
島
県
本
部
内
に
現
地
対
策
本
部

の
設
置
と
鹿
屋
市
に
第
２
拠
点
を
設
け
、
西
日
本
事
業
本
部
域
内
か
ら
延
べ
３
５
８

人
の
支
援
要
員
者
を
受
け
入
れ
、
迅
速
な
被
災
者
対
応
と
１
日
も
早
い
共
済
金
の
支

払
い
に
努
め
ま
し
た
。

　

２
０
１
７
年
新
役
員
は
左
記
の
と

お
り
と
な
り
ま
し
た
。
２
年
間
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

２
０
１
７
年
全
労
済
地
域
貢
献
助
成
事
業
団
体
と
し
て
、
鹿
児

島
か
ら｢

特
定
非
営
利
活
動
法
人
か
ご
し
ま
自
然
学
校｣

が
選
定

さ
れ
、
第
８
回
代
表
者
会
議
の
中
で
助
成
金
30
万
円
の
贈
呈
式
を

行
い
ま
し
た
。

　
　
　
野
口
　
裕
司

　
　
　
　

全
労
済
鹿
児
島
県
本
部

　
　
　
　

管
理
部
長

　

こ
の
度
、
９
月
１
日
付
け
で
鳥

取
県
本
部
へ
異
動
と
な
り
ま
し
た
。

　

鹿
児
島
県
本
部
在
職
中
は
、公
私

に
わ
た
り
格
別
な
ご
厚
情
を
た
ま
わ

り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

２
０
１
６
年
度
の
特
徴
的
な
活
動
に
つ
い
て

＜ふれあいミュージカル
　「ピーターパンとウェンディ」＞

◆開催日時／2017年2月5日(日)
　　　　　　14時開演
◆場　　所／宝山ホール
◆来場者数／約1,200名

＜全労済わくわくフェスタ＞
◆開催日時／2017年3月20日（月・祝日）
　　　　　　10時～15時
◆場　　所／全労済鹿児島県本部会館
◆来場者数／約400名

2016年度　加入実績
2017年5月
期末実績

2016年6月
期首実績

2016年度
純増実績

件　数 450,617 458,834 -8,217
口　数 46,111,164 46,047,281 63,883

共済金　支払状況
＜台風16号＞2017年5月31日時点

件　数 支払金額
火災共済 1,598件 191,969,763円
自然災害 1,203件 331,596,222円
合　　計 2,801件 523,565,985円

■
本
部
長

　
　

榮
留　

道
夫

■
専
務
執
行
役
員

　
　

梶
原　

健
児

■
経
営
委
員

畑
中　

和
広

下
町　

和
三（
新
任
）

猪
鹿
月
弘
行（
新
任
）

岡　
　

良
二

柳
原　

祐
也（
新
任
）

池
田　

裕
介

百
武　

啓
二（
新
任
）

田
中　

廣
太（
新
任
）

池
田　

耕
造

大
浦　

弘
美

大
野　

道
治

五
反　

秋
浩

石
田　

則
行　
　

岩
切　

真
二（
新
任
）

菖
蒲
谷
眞
一（
新
任
）

村
屋　

高
広

外
山　

浩
己（
新
任
）

三
浦　

辰
男

髙
田　

博
憲

　
　

坂
口　

和
俊

　
　

長
田　

恭
枝

　
　

山
田
た
ま
き

　
　

福
森　

茂
広

　
　

馬
場　

淳
一（
新
任
）

　
　

勝　
　

正
和（
新
任
）

全
労
済
鹿
児
島
県
本
部

経
営
委
員
会

鹿児島県労働者共済生活協同組合の役員は、全労済鹿児島県本部の役員が兼務することとなっています。
　※「本部長」→「理事長」　「専務執行役員」→「専務理事」　「経営委員」→ ｢理事・監事｣ を兼務。

【
敬
称
略
：
順
不
同
】

＜団体名＞
特定非営利活動法人
かごしま自然学校

＜活動内容＞
親子・地域ぐるみの体験活動
を通した廃校活用モデル事業

人
事
異
動
の
報
告

転出

　

初
め
て
の
転
勤
で
３
年

５
ヵ
月
、
協
力
団
体
の
皆
さ

ま
や
県
本
部
の
皆
さ
ま
に
支

え
ら
れ
多
く
の
事
を
学
び
、

と
て
も
良
い
経
験
と
な
り
ま

し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ

ま
す
。

　

鳥
取
県
本
部
で
は
、
業
務

に
慣
れ
る
ま
で
時
間
が
か
か

り
そ
う
で
す
が
、
皆
さ
ま
か

ら
頂
い
た
教
え
の
数
々
を
新

天
地
で
の
仕
事
に
生
か
し
て

い
く
所
存
で
す
。

　

今
後
と
も
全
労
済
鹿
児
島

県
本
部
に
対
す
る
一
層
の
ご

支
援
を
お
願
い
し
、
お
礼
と

感
謝
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

贈呈式の様子
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第
８
回
代
表
者
会
議
の
中
で
全

労
済
鹿
児
島
県
本
部
２
０
１
６
年

度
共
済
活
動
表
彰
が
行
わ
れ
、
立

石
本
部
長
よ
り
各
部
門
１
位
の
協

力
団
体
へ
賞
状
と
副
賞
の
贈
呈
を

行
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
表
彰
内
容
は
「
全
労
済

鹿
児
島
県
本
部
共
済
活
動
表
彰
基

準
」
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。
新
契

約
件
数
・
契
約
率
の
部
の
順
位
は

２
０
１
６
年
度
の
新
規
契
約
件
数

と
当
該
協
力
団
体
の
組
織
人
員
に

基
づ
き
、
生
活
保
障
設
計
運
動
の

部
は
、
２
０
１
６
年
度
の
各
協
力

団
体
に
お
け
る
各
種
共
済
活
動
に

基
づ
い
て
集
計
し
、
選
考
し
て
い

ま
す
。

　

２
０
１
７
年
度
に
お
い
て
も
協

力
団
体
の
表
彰
を
予
定
し
て
い
ま

す
の
で
、
引
き
続
き
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

２
０
１
６
年
度　
共
済
活
動
表
彰
に
つ
い
て

表彰された各部門１位の団体代表者

住まいる共済
(新火災共済)

新規契約　件数の部 新規契約　契約率の部
1位 鹿児島県職員労働組合 1位 カクイ労働組合
2位 鹿児島市職員労働組合 2位 ジャパンファーム労働組合大口分会
3位 奄美市職員労働組合 3位 屋久島電工労働組合

住まいる共済
(新自然災害共済)

新規契約　件数の部 新規契約　契約率の部
1位 鹿児島県職員労働組合 1位 全日通労働組合鹿児島県支部
2位 鹿児島市職員労働組合 2位 ジャパンファーム労働組合大口分会
3位 奄美市職員労働組合 3位 屋久島電工労働組合

マイカー共済
新規契約　件数の部 新規契約　契約率の部

1位 私鉄鹿児島交通労働組合 1位 串木野市勤労者共済会
2位 全水道鹿児島水道労働組合 2位 全日本港湾労働組合　鹿児島支部
3位 南国交通労働組合 3位 特別養護老人ホーム竜天園親睦会

自賠責共済
新規契約　件数の部 新規契約　契約率の部

1位 鹿児島県職員労働組合 1位 生和糖業労働組合
2位 曽於市職員組合 2位 富国製糖労働組合
3位 奄美市職員労働組合 3位 ＪＲ九州ユニオン鹿児島地方本部

団体生命共済
純増口数表彰

1位 いわさきバス労働組合
2位 南国殖産労働組合
3位 日本フードパッカー鹿児島労働組合

生活保障設計運動表彰
1位 私鉄鹿児島交通労働組合
2位 いわさきバス労働組合
3位 京セラ労働組合(国分支部・川内支部・隼人支部)

表 彰 団 体 一 覧

　

8
月
4
日
～
6
日
に
か
け
て
鹿
児
島
県
内
に
接
近
し
た

台
風
５
号
の
被
災
対
応
に
つ
い
て
、現
在
一
日
も
早
い
生
活

復
旧
に
む
け
て
、現
場
調
査
と
共
済
金
の
お
支
払
い
に
努
め

て
い
ま
す
。

　

な
お
、台
風
被
害
に
よ
る
ご
自
宅
の
損
壊
や
お
ク
ル
マ
の

被
害
に
つ
い
て
は
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

台風５号被害　お見舞い申しあげます
現在一日も早い生活復旧にむけて、

現場調査と共済金のお支払いに努めています。

全労済住宅損害受付センター

0120-131-459（受付：24時間 365日）
※電話が集中しており、つながりにくいことがあります。

おクルマの被害に関する受付・お問い合わせ

0120-0889-24（受付：24時間）
※ホームページによる受付も行なっています。　

全労済ホームページ　http://www.zenrosai.coop

～
被
災
受
付
・

連
絡
先
～

住まいる共済お支払いにあたって
風水害の被害は、住宅の損害が 10万円を超える場合から支払いの対象となります。
また、風水害により、付属建物・付属工作物に 10万円を超える被害があった場合は、
火災共済の住宅契約に 20口以上加入していれば「付属建物等風水害共済金」の支
払対象となります。さらに、自然災害共済大型タイプに加入していれば「付属建物
等特別共済金」も合わせてお支払いします。
※付属建物・付属工作物・・・物置・納屋・車庫・門・塀・垣・カーポートなど
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夏
休
み
最
初
の
週
末
で
あ
る
７

月
21
日
（
金
）
～
22
日
（
土
）
の

１
泊
２
日
で
、鹿
児
島
の
世
界
遺
産

「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」
と

「
歴
史
・
文
化
・
自
然
に
ふ
れ
る
」

こ
と
を
目
的
に
、２
０
１
７
年
度
の

親
子
ふ
れ
あ
い
講
座
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

講
座
に
は
10
家
族
、
25
人
（
大

人
10
人
、
子
ど
も
15
人
）
の
方
々

に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
、大
型
バ
ス
で
労
働
者

福
祉
会
館
を
出
発
し
、
鹿
児
島
市

内
に
あ
る
産
業
革
命
遺
産
５
ヶ
所

を
巡
り
歴
史
や
文
化
に
つ
い
て
学

び
ま
し
た
。

　

今
回
見
学
し
た
５
つ
の
世
界

遺
産
は
、
薩
摩
藩
主
島
津
斉
彬
に

よ
っ
て
行
わ
れ
た
集
成
館
事
業

（
日
本
最
初
の
洋
式
産
業
群
の
総

称
）
で
あ
り
、特
に
製
鉄
・
造
船
・

紡
績
に
力
を
傾
注
し
、大
砲
製
造
、

洋
式
帆
船
の
建
造
、
武
器
弾
薬
製

造
等
、
幅
広
く
事
業
を
展
開
し
た

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

最
初
は
、
下
田
町
に
あ
る
「
関

吉
の
疎
水
溝
（
工
業
用
水
路
）」
の

見
学
で
し
た
。
１
８
５
２
年
に
建

設
さ
れ
、
稲
荷
川
上
流
か
ら
仙
巌

園
ま
で
約
８
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
及
ん

だ
と
さ
れ
て
お
り
、用
水
路
の
水
量

は
思
っ
た
以
上
に
多
く
、
冷
た
く
、

清
く
澄
ん
で
い
た
こ
と
が
印
象
的

で
あ
り
ま
し
た
。

　

２
ヶ
所
目
は
、
吉
野
町
に
あ
る
、

「
寺
山
炭
窯
跡
」
の
見
学
で
し
た
。

１
８
５
８
年
に
設
置
さ
れ
、木
炭
を

製
造
し
た
「
石
積
み
窯
跡
」
で
、道

路
脇
か
ら
林
を
２
０
０
ｍ
ほ
ど
下
っ

た
と
こ
ろ
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
薩
摩
藩
の
領
地
内
で
は
、石
炭

が
採
掘
で
き
な
っ
た
こ
と
か
ら
大

量
の
木
炭
を
必
要
と
し
、３
基
の
う

ち
１
基
が
現
存
す
る
も
の
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
林
の
中
は
、ひ
ん
や

り
と
し
て
お
り
人
目
に
つ
き
に
く
い

場
所
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

３
ヶ
所
目
の
「
反
射
炉
跡
」
と

４
ヶ
所
目
の
「
旧
集
成
館
機
械
工

場
」
は
、
仙
巌
園
（
磯
庭
園
）
内

に
あ
り
ま
し
た
。「
反
射
炉
跡
」
は
、

鉄
製
の
大
砲
を
造
る
た
め
に
建
設

さ
れ
た
も
の
で
あ
り
石
炭
や
木
炭

を
燃
や
し
、そ
の
熱
を
壁
に
反
射
さ

せ
て
鉄
を
溶
か
す
設
備
で
し
た
。

　

現
在
、
上
部
は
解
体
さ
れ
基
礎

部
分
だ
け
が
残
っ
て
い
ま
し
た
。

　

な
お
、「
旧
集
成
館
機
械
工
場（
現

尚
古
集
成
館
）」
は
集
成
館
事
業
で

〈国際貢献活動〉
カンボジア子ども教育支援事業

カンパ継続中
◆年間30万円の寄付を目標に活動しています。
◆振込先
　金融機関　九州労働金庫鹿児島南支店
　口座番号　1588766
　口座名義　一般社団法人
　　　　　　鹿児島県労働者福祉協議会

※宜しくお願いします。

関吉の疎水溝（工業用水路）　［左：稲荷川の上流　棈木川（あべきがわ）］　［右足元：疎水溝]

寺山炭窯跡入口

上から見た炭窯跡

「2017 親子ふれあい講座 in かごしま」
～鹿児島の明治日本の産業革命遺産を巡る２日間を終えて～
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使
わ
れ
た
、様
々
な
機
械
類
の
整
備

補
修
を
行
う
工
場
で
あ
っ
た
と
の

こ
と
で
、現
在
は
、島
津
斉
彬
が
始

め
た
事
業
に
関
す
る
資
料
展
示
の

ほ
か
、島
津
家
の
歴
史
や
文
化
な
ど

を
紹
介
し
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
は
、「
旧
鹿
児
島
紡
績
所
技

師
館
（
現
異
人
館
）」
の
見
学
で
し

た
。
鹿
児
島
紡
績
所
に
蒸
気
機
関

や
紡
績
機
械
を
設
置
し
、稼
働
さ
せ

る
た
め
に
英
国
人
技
師
が
招
待
さ

れ
紡
績
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
伝
授
し
て
い

た
だ
い
た
と
聞
き
ま
し
た
。
技
師

2017年度「次世代人材育成研修会」
　青年層を中心に「労働運動」「労働者自主福祉運動」に対
する理解や関心を高める活動の一環として次世代を担う「人
材育成研修」を毎年行っております。

開催日：2017年9月2日（土）13時30分～
会　場：レクストン鹿児島
　　　　鹿児島市山之口町４－２０
⑴　講演－Ⅰ／13：40 ～ 15：10 （90分）
　　演　題： (仮題) 明治維新後の現代社会と鹿児島の展望
　　講　師： �NPO法人まちづくり地域フォーラム・かごしま探検の会
　　　　　　代表理事　東川　隆太郎 氏
⑵　講演－Ⅱ／15：20 ～ 16：00 （40分）
　　演　題：�(仮題) ｢クラシノソコアゲ｣ に取り組む背景と

目的について
　　講　師：連合鹿児島 事務局長　下町　和三 氏
⑶　各事業団体による活動報告や提案等
　　◇九州労働金庫／16：00 ～ 16：30 （30分）
　　◇全 労 済／16：40 ～ 17：10 （30分）
　　◇労 福 協／17：10 ～ 17：30 （20分）
※参加希望の方は構成組織を通じて申込をお願いします。

楽しいパソコン教室のご案内
(鹿児島地区)　パソコン活用講座～Word、Excel入門講座～
開催日：2017年10月7日（土）　10月8日(日）
会　場 ：アエールプラザ（鹿児島市中央町22－16－4F）
定　員 ：各日15人(先着順）

(鹿 屋 地 区)　パソコン実践講座（講座内容については検討中）
開催日：2017年10月14日(土）　10月15日(日）
会　場 ：リナシティかのや情報プラザ１Fパソコン学習室
　　　　（鹿屋市大手町1番1号）
定　員 ：各日15人(先着順）

開催時間は、鹿児島・鹿屋地区ともに、10：00～16：00
　　　　
問い合わせ先　　　

（一社）鹿児島県労働者福祉協議会
☎０９９－２５４－３８３２（平日9：00～17：00）

達
は
こ
の
現
異
人
館
を
宿
舎
と
し

て
生
活
し
て
い
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

な
お
、
世
界
遺
産
の
見
学
の
ほ

か
、
鹿
児
島
市
立
少
年
自
然
の
家

に
も
行
き
、
親
子
で
屋
久
杉
（
廃

材
）
を
用
い
て
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
の
作

成
を
し
ま
し
た
。
1
時
間
程
度
で

し
た
が
、親
子
で
楽
し
く
ふ
れ
あ
い

な
が
ら
、様
々
な
形
の
屋
久
杉
を
磨

き
、思
い
思
い
の
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を

作
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
か
ご
し
ま
環
境
未
来
館
」

や
「
鹿
児
島
市
立
科
学
館
」「
い
お

ワ
ー
ル
ド
か
ご
し
ま
水
族
館
」
に

も
行
き
色
々
な
体
験
学
習
を
し
て

き
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
鹿
児
島

市
内
に
あ
る
貴
重
な
５
つ
の
世
界

遺
産
、近
く
で
あ
る
が
故
に
な
か
な

か
足
を
運
ば
な
い
か
と
思
い
ま
す

が
、是
非
と
も
1
度
は
見
学
さ
れ
て

み
て
、先
人
達
が
築
い
た
歴
史
・
文

化
に
触
れ
て
み
ら
れ
て
は
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、協
力
頂
い
た
関
係
各

位
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

吉野町「寺山炭窯」跡の前にて全員集合

大砲前でガイドさんによる事業説明（仙巌園）

親子でキーホルダー作成（鹿児島市立少年自然の家）
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地
域
で
必
要
な
モ
ノ
や
サ
ー
ビ

ス
を
把
握
し
、
そ
れ
を
適
切
な
価

格
で
提
供
す
る
の
が
特
徴
。
地
場

産
の
農
水
産
加
工
品
の
販
売
、
過

疎
地
へ
の
食
料
品
の
移
動
販
売
、

障
害
児
の
放
課
後
預
か
り
な
ど
の

事
業
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

個
人
や
中
小
企
業
者
が
出

資
金
を
持
ち
寄
り
、
事
業
を

運
営
す
る
非
営
利
の
相
互
扶

助
組
織
で
す
。
全
世
界
で
こ

う
し
た
組
織
に
属
す
る
組
合

員
は
10
億
人
。
２
０
１
６
年

に
は
「
社
会
的
な
問
題
へ
創

意
工
夫
あ
ふ
れ
る
解
決
策
を

編
み
出
し
て
い
る
」
と
し
て

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に

選
ば
れ
ま
し
た
。

　

日
本
に
は
生
協
（
生
活
協

同
組
合
）
な
ど
の
ほ
か
に
、

第
一
次
産
業
の
た
め
の
農
業

協
同
組
合
・
漁
業
協
同
組
合
や
、

金
融
の
た
め
の
労
働
金
庫
な
ど
の

組
織
が
あ
り
ま
す
。

臨床心理士　山藤奈穂子

　

夏
は
寝
苦
し
い
季
節
。
で

も
睡
眠
に
は
免
疫
力
を
高

め
、
代
謝
を
促
進
し
、
脳
の

老
廃
物
を
取
り
除
く
な
ど
大

切
な
作
用
が
あ
り
ま
す
。
風

邪
や
糖
尿
病
、
認
知
症
、
が

ん
、ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
、精
神

疾
患
を
防
ぐ
な
ど
の
効
果
も

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

人
は
強
い
ス
ト
レ
ス
が
あ

る
と
寝
つ
き
が
悪
く
な
り
ま

す
。
体
が
緊
張
し
た
ま
ま
で

交
感
神
経
が
活
性
化
さ
れ
、

リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
た
め
の
副

交
感
神
経
と
交
代
で
き
な
く

な
る
の
で
す
。

　

寝
つ
き
を
よ
く
す
る
た
め

に
は
飲
酒
量
を
少
な
く
し
、

夕
方
以
降
は
カ
フ
ェ
イ
ン
入

り
飲
料
は
控
え
ま
す
。
寝
る

前
は
テ
レ
ビ
や
ス
マ
ホ
、
パ
ソ

コ
ン
な
ど
脳
を
使
う
活
動
を
や

め
、
考
え
込
む
こ
と
も
厳
禁
で

す
。

　

就
寝
90
分
前
に
は
入
浴
し
体

を
温
め
ま
す
。
軽
い
ス
ト
レ
ッ

チ
や
ヨ
ガ
、
散
歩
も
効
果
的
。

リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
音
楽
を
聴

き
な
が
ら
、
楽
し
か
っ
た
こ
と

や
楽
し
み
な
予
定
な
ど
を
軽
く

思
い
浮
か
べ
、
深
呼
吸
を
繰
り

返
し
ま
す
。

　

脳
が
退
屈
し
、
体
の
深
部
体

温
が
一
度
上
が
っ
て
か
ら
下
が

る
と
、人
は
眠
く
な
り
ま
す
。

　

そ
れ
で
も
眠
く
な
ら
な
い
時

は
カ
モ
ミ
ー
ル
テ
ィ
ー
や
ホ
ッ

ト
ミ
ル
ク
、ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
ア
ロ

マ
を
試
し
て
み
ま
す
。
快
適
な

睡
眠
の
た
め
に
は
就
寝
・
起
床

時
間
を
一
定
に
保
つ
こ
と
も
大

切
。
休
日
前
で
も
就
寝
時
間
は

崩
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

　

生
活
習
慣
を
整
え
た
の
に
、

床
に
就
い
て
か
ら
１
時
間
以
上

も
眠
れ
な
い
、
夜
中
に
何
度
も

目
覚
め
る
、
早
朝
に
目
覚
め
て

そ
の
ま
ま
眠
れ
な
い
と
い
う
不

眠
症
状
が
一
週
間
以
上
続
い
て

い
る
人
は
、
か
か
り
つ
け
の
内

科
や
睡
眠
外
来
を
受
診
す
る
の

も
よ
い
で
し
ょ
う
。
不
眠
は
万

病
の
元
で
す
か
ら
。

～夏休み特別企画～

　

第
６
７
９
号
の
『
噴
火
口
』
は
、

素
直
に
良
か
っ
た
な
と
い
う
の
が
読

後
感
。
88
才
に
な
る
義
母
が
「
こ

げ
ん
は
ず
じ
ゃ
な
か
」
と
歩
く
の
が

難
儀
な
自
分
自
身
に
向
か
っ
て
し
ゃ

べ
る
言
葉
を
聞
き
な
が
ら
思
っ
て
い

た
私
の
心
に
ぴ
っ
た
り
で
し
た
。

（
出
水
市
・
男
性
）

　

カ
ン
ボ
ジ
ア
レ
ポ
ー
ト
Ｖ
Ｏ
Ｌ
．３

で
、教
育
の
大
切
さ
を
再
認
識
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。
視
察
地
の
子
は
純
粋
な

子
ど
も
達
で
、学
校
に
行
っ
て
い
な
い

子
ど
も
も
、教
育
の
場
が
あ
れ
ば
伸
び

る
と
あ
り
、学
校
の
必
要
性
を
感
じ
ま

し
た
。

（
肝
属
郡
・
男
性
）

　

メ
ー
デ
ー
に
つ
い
て
奄
美
集
会
の
こ

と
を
詳
し
く
書
い
て
あ
り
地
元
の
連

合
運
動
に
つ
い
て
改
め
て
島
民
の
団

結
力
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
今
後
と
も
有
益
な
情
報
提
供
お

願
い
し
ま
す
。

（
奄
美
市
・
男
性
）

　

ニ
ュ
ー
ス
・
ワ
ー
ド
の
「
エ
シ
カ

ル
通
信
簿
」
初
め
て
聞
く
こ
と
ば

で
す
。
先
日
、「
フ
ェ
ア
・
ト
レ
ー

ド
」
と
い
う
言
葉
を
覚
え
た
ば
か

り
。
私
達
、消
費
者
も
い
ろ
い
ろ
学

ん
で
、商
品
を
選
ば
な
い
と
い
け
な

い
の
だ
と
知
り
ま
し
た
。

（
出
水
市
・
女
性
）

　
「
あ
な
た
の
こ
こ
ろ　

大
丈

夫
？
」
を
読
ん
で
私
自
身
に
も
あ

て
は
ま
る
こ
と
が
い
く
つ
か
あ
り
、

心
配
に
な
り
ま
し
た
…
。「
自
分
は

頑
張
っ
て
い
る
」
と
自
身
を
ほ
め
る

よ
う
に
し
ま
す
。（

奄
美
市
・
男
性
）

ニュース・
ワード

協同組合

読
　
者

か
ら
の

声
　

217

前向きに生きるコツ

夏バテ予防の睡眠学
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女
性
委
員
会
主
催
・
北
薩
地
域
労

福
協
共
催
で
「
太
極
拳
体
験
講
座
」

　

連
合
鹿
児
島
地
域
協
議
会
と
鹿
児

島
地
域
労
働
者
福
祉
協
議
会
は
、
共

催
で
第
25
回
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を
５

月
22
日
（
月
）
に
、Ｔ

－

Ｍ
Ａ
Ｘ
Ｂ
Ｏ

Ｗ
Ｌ
で
40
組
１
２
０
人
参
加
の
下
、開

催
し
ま
し
た
。

　

18
時
30
分
に
ゲ
ー
ム
ス
タ
ー
ト
、

１
チ
ー
ム
３
人
で
編
成
し
職
場
や
単

組
の
仲
間
や
家
族
で
２
ゲ
ー
ム
楽
し

み
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
、
参
加
賞
は
も
ち
ろ

ん
、
入
賞
10
本
、
飛
び
賞
50
本
、
特

別
賞
９
本
、
Ｂ
Ｂ
・
敢
闘
賞
と
多
数

の
表
彰
が
あ
り
、
賞
品
も
国
産
黒
毛

和
牛
サ
ー
ロ
イ
ン
ス
テ
ー
キ
、
ウ
ナ

ギ
、
マ
ン
ゴ
ー
、
メ
ロ
ン
、
ビ
ー
ル
、

扇
風
機
な
ど
多
彩
で
、
参
加
者
は
親

睦
を
深
め
る
と
と
も
に
、
賞
品
ゲ
ッ

爽やかな笑顔での集合写真

太
極
拳
体
験
講
座

「
深
く
長
い
呼
吸
を
心
が
け
て
」

北
薩
地
域
労
福
協

第
25
回
地
域
労
福
協

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

鹿
児
島
地
域
労
福
協

青
空
の
下
で

『
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
』

奄
美
地
域
労
福
協

を
６
月
18
日
（
日
）
10
時
か
ら
、
薩

摩
川
内
市
「
パ
ー
ク
サ
ロ
ン
」
で
開
催

し
ま
し
た
。
参
加
者
は
、20
人
。
冒
頭
、

講
師
の
水
島
美
千
子
さ
ん
が
、「
４
年

前
に
大
き
な
交
通
事
故
に
遭
い
ま
し

た
が
、必
死
の
リ
ハ
ビ
リ
と
、
18
年
続

け
て
い
た
太
極
拳
の
お
か
げ
で
、皆
さ

ん
の
前
に
立
て
て
い
ま
す
」
と
あ
い
さ

つ
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、太
極
拳
の

効
果
な
ど
説
明
を
受
け
、
演
舞
（
24

式
）
を
披
露
頂
き
、そ
の
優
雅
な
舞
に

感
動
し
ま
し
た
。
体
の
硬
い
人
で
も
、

呼
吸
に
合
わ
せ
ゆ
っ
く
り
と
し
た
動

き
を
す
れ
ば
、お
の
ず
と
気
持
ち
が
軽

く
な
り
、背
中
の
痛
み
が
無
く
な
っ
た

と
い
う
人
や
、副
交
感
神
経
の
高
ま
り

で
、精
神
が
安
定
す
る
の
で
眠
く
な
り

ま
す
と
説
明
さ
れ
、と
め
ど
な
く
欠
伸

す
る
な
ど
早
速
効
果
が
出
た
人
も
い

ま
し
た
。
と
に
か
く
、ゆ
っ
く
り
・
の

　

奄
美
地
域
労
福
協
は
、
6
月
3
日

（
土
）
に
奄
美
カ
ン
ト
リ
ー
で
『
第

31
回
労
福
協
ろ
う
き
ん
杯
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
』
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

当
日
は
梅
雨
の
最
中
に
も
か
か
わ

ら
ず
晴
天
に
恵
ま
れ
、
参
加
者
8
組

32
人
が
健
康
増
進
と
親
睦
を
深
め
つ

つ
、に
ぎ
や
か
に
プ
レ
ー
を
楽
し
み
ま

し
た
。
ま
た
、こ
の
日
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

で
集
ま
っ
た
益
金
１
６
，０
１
５
円
は

奄
美
市
の
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄
付

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
協
力

　

ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
を
7
月
2
日

（
日
）、大
隅
ア
リ
ー
ナ
で
開
催
し
ま
し

た
。
大
隅
地
区
の
６
産
別
、
９
単
組

よ
り
、33
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
園
田

青
年
委
員
会
委
員
長
の
開
会
の
あ
い

さ
つ
の
後
、６
つ
の
チ
ー
ム
に
分
か
れ
、

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
汗
を
流
し
ま

し
た
。
誰
も
が
手
軽
に
楽
し
め
る
ス

ポ
ー
ツ
で
好
プ
レ
ー
や
珍
プ
レ
ー
に
笑

い
や
拍
手
が
起
き
大
変
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、懇
親
会
も
開
催
し
、さ
ま

ざ
ま
な
産
別
の
仲
間
と
の
意
見
交
換

を
し
て
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
、

と
て
も
楽
し
い
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

「あ～！気持ちいい」

晴天に恵まれプレー

皆さん真剣そのもの・ゲームの様子

ト
も
楽
し
み
ま
し
た
。

　

２
ゲ
ー
ム
の
ト
ー
タ
ル
ス
コ
ア

「
４
０
３
」
で
海
江
田
昌
邦
さ
ん
（
退

教
協
）
が
、
昨
年
に
引
き
続
き
二
年

連
続
で
優
勝
し
ま
し
た
。

２連覇した海江田昌邦さん

ス
ポ
ー
ツ
交
流
会

大
隅
地
域
労
福
協

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

【
団
体
の
部
】

優　

勝
：
龍
郷
町
役
場
チ
ー
ム

準
優
勝
：
瀬
戸
内
町
役
場
Ａ
チ
ー
ム

【
個
人
の
部
】

優　

勝
：
豊
島
正
季
さ
ん

　
　
　
　
（
喜
界
町
役
場
）

準
優
勝
：
鮫
島
哲
郎
さ
ん

　
（
大
島
エ
ル
ピ
ー
ガ
ス
協
同
組
合
）

【
ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
】

豊
島
正
季
さ
ん

ん
び
り
の
太
極
拳
は
、「
こ
れ
な
ら
私

に
も
で
き
る
か
も
」
と
感
謝
さ
れ
た

講
座
で
し
た
。
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解
き
方
﹀ 

イ
ラ
ス
ト
を
ヒ
ン
ト
に
し
て
、
二
重
ワ
ク
の
６
文

字
を
う
ま
く
並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
？

答え「ローカルセン（線）」

九州労働金庫の定める保証機関保 証 機 関

県内の中小企業にお勤めの
方ならどなたでもご相談い
ただけます。

月・火・木・金曜　10：00～ 19：00
土曜・日曜　10：00～ 17：00
（水曜・祝日は休業）

http://kyusyu.rokin.or.jp
＊九州ろうきんホームページアドレス

＊全労済ホームページアドレス

＊労福協ホームページアドレス
http://www.zenrosai.coop

http://kagoshima-rofuku.jp/

1 0120ー２６２ー２５２
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別途保証料（年0.7％・年1.0％・年1.2％のいずれか）が必要となります。

勤労者ファミリー資金融資
金利が下がりました！

―
―
ヨ
コ
の
カ
ギ
―
―

１
　�
男
声
の
最
低
音
域

３
　�
ウ
サ
ギ
が
見
て
跳
ね
る

月
？

７
　�

ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
で
膨
ら
み

ま
す

８
　
時
々
と
い
う
意
味
。
…
…

あ
る

９
　
カ
モ
が
背
負
っ
て
く
る
？

11
　
お
金
で
す
。
お
…
…

12
　
外
国
の
お
金
の
こ
と
で
す

14
　
わ
け

16
　
王
将
の
逃
げ
道
な
し

17
　
失
敗
で
す

19
　
き
ち
ょ
う
め
ん
な
こ
と

21
　
ど
こ
ま
で
も
前
方
に
進
む

駒

24
　
下
水
管
な
ど
に
出
入
り
す

る
穴

25
　
西
ア
フ
リ
カ
に
あ
る
内
陸

国

―
―
タ
テ
の
カ
ギ
―
―

１
　
悪
い
こ
と
を
す
る
と
当
た

る
？

２
　�

英
国
発
祥
の
イ
ン
ド
ア
ラ

ケ
ッ
ト
ス
ポ
ー
ツ

３
　
英
語
で
「
ア
ク
シ
デ
ン
ト
」

４
　�

気
持
ち
が
良
く
な
る
船

５
　�

白
髪
交
じ
り
で
す
。
…
…

塩
頭

６
　
箱
根
駅
伝
５
区
に
よ
く
登

場

10
　
京
都
・
高
山
寺
に
伝
わ
る

絵
巻
物
「
鳥
獣
…
…
」

11
　「
レ
ッ
ト
・
イ
ッ
ト
・
ゴ
ー
」

と
い
え
ば
、「
♪
…
…
で
～
」

13
　
通
称
は
安
芸
の
宮
島

15
　
無
理
な
こ
と
を
す
る
た
と

え
。
…
…
を
山
に
す
る

18
　�

夏
で
も
滑
れ
る
グ
ラ
ス

…
…

20
　�

そ
ば
、う
ど
ん
、ラ
ー
メ
ン

22
　�

ナ
チ
ス
強
制
収
容
所
を
描

い
た
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
「
…
…

と
霧
」

23
　�

標
高
は
国
内
５
位
。

…
…
ヶ
岳

ひとりで悩んでいませんか？
安心ネットが、あなたを応援します
まずはお気軽にお電話を!

安心ネットかごしま
鹿児島市鴨池新町５番７号 県労働者福祉会館 6Ｆ

連合鹿児島地域協議会内 

0120-307-830

安心ネット姶良伊佐
霧島市隼人町見次1089-1 ユーミー隼人ビル101

連合姶良伊佐地域協議会内

0120-783-022

■労働相談：月曜日～金曜日（祝日除く）
■介護相談：火曜日
■住宅なんでも相談：木曜日
■多重債務相談：火曜日・金曜日
　相談時間：午前10時～午後４時
　その他：休日、時間外のご相談は、別途対応します。
相談は無料。ただし、専門家に依頼する場合、別途費用が
かかる場合があります。

ク
イ
ズ
当
選
者
（
敬
称
略
）

　

畦
地
耕
一
郎	

早
﨑　

当
和

　

高
木　

広
子	

上
村
美
穂
子

　

郡
山　

昌
巳	

神
宮
司
潤
吉

　

中
島　

惠
理	

東　
　

秋
孝

　

永
池　

美
鈴	

幸
田　

勝
光

　

畑
添　

綾
乃	

木
牟
礼
義
士

　

松
山　

和
聡	

川
元　

頼
子

　

横
山　
　

大	

山
内　
　

梢

　

有
村　

洋
子	

大
栄　

富
廣

　

前
原
恵
美
子	

石
原　

節
子

〔
解
答
〕
は
必
ず
ハ
ガ
キ
で
、
郵
便

番
号
、
住
所
、
氏
名
、
職
場
名
を
明

記
の
こ
と
。１
人
１
通
に
限
り
ま
す
。

な
お
、
労
福
協
各
団
体
に
対
す
る
ご

意
見
な
ど
も
お
書
き
く
だ
さ
い
。
締

め
切
り
は
２
０
１
７
年
９
月
６
日
必

着
。
今
回
も
20
人
の
方
に
賞
品
を
進

呈
し
ま
す
。

〔
送
り
先
〕
〒
890
‐
00　
64
鹿
児
島
市

鴨
池
新
町
五
‐
七
‐
六
〇
三　

鹿
児

島
県
労
福
協
「
ク
イ
ズ
」
係

　

７
月
号
の
ク
イ
ズ
の
答
え

　

多
数
の
応
募
を
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
応
募
総
数
は

50
通
で
、
49
通
が
正
解
で
し
た
。
厳

正
な
抽
選
の
結
果
、
下
記
の
20
人
が

当
選
さ
れ
ま
し
た
。


